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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

 2025年８月期第１四半期 1,957 △19.8 △142 － △150 － △153 －

 2024年８月期第１四半期 2,442 － △184 － △191 － △209 －

（注）包括利益 2025年８月期第１四半期 △154百万円（ －％） 2024年８月期第１四半期 △210百万円（ －％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり

四半期純利益

円 銭 円 銭

 2025年８月期第１四半期 △60.50 －

 2024年８月期第１四半期 △82.31 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

 2025年８月期第１四半期 6,835 849 11.7

 2024年８月期 7,052 1,015 13.7

（参考）自己資本 2025年８月期第１四半期 805百万円 2024年８月期 970百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

 2024年８月期 － 7.50 － 7.50 15.00

 2025年８月期 －

 2025年８月期（予想） 7.50 － 7.50 15.00

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期（累計） 5,491 △8.0 173 292.0 154 399.2 101 － 39.90

通期 10,321 △4.2 178 － 138 － 67 － 26.60

１．2025年８月期第１四半期の連結業績（2024年９月１日～2024年11月30日）

（注）１．2023年８月期第２四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、2024年８月期第１四半期の対前年同四半期増減率

は記載しておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、１株当たり四半期純損失であるため、記載しており

ません。

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2025年８月期の連結業績予想（2024年９月１日～2025年８月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む）  2025年８月期１Ｑ 2,591,600株  2024年８月期 2,581,600株

②  期末自己株式数  2025年８月期１Ｑ 38,847株  2024年８月期 39,496株

③  期中平均株式数（四半期累計）  2025年８月期１Ｑ 2,541,352株  2024年８月期１Ｑ 2,545,801株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

新規  社  （社名）、除外  社  （社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：無

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提

となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項については、添付資料２ページ「１.当四半期決算に関する

定性的情報」をご覧下さい。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

（１）経営成績に関する説明

　当第１四半期連結累計期間における当社グループを取り巻く環境は、ロシア・ウクライナ情勢の長期化・中東の紛

争激化に加え、米国大統領選挙の結果も受けて、世界情勢は一層不透明感が増しております。国内においては、景気

は緩やかに持ち直しの動きにあり、インバウンドを中心に観光需要の盛り上がりがみられるものの、原材料や円安水

準の高止まりによる諸物価の高騰も続いており、消費者マインドの持ち直しは依然不透明な厳しい経営環境が続いて

おります。

　このような状況下、当社グループはグループ戦略に主眼を置いた中期経営計画（2023年10月３日公表、2024年10月

29日見直し）の取組みとして、ハピネス・アンド・ディの構造改革、Ｎｏ．（ナンバードット）の宝飾新規事業立ち

上げ、ＡｂＨｅｒｉの展開拡大等を進めてまいりました。

　ハピネス・アンド・ディの構造改革といたしましては、前期より進めてまいりました宝飾品・プライベートブラン

ド（ＰＢ）の拡充、好調の地金商品・ユニセックス商品の強化、宝飾強化店舗を前期末の17店舗から22店舗へ拡大

し、ＣＲＭによる顧客管理とＡＩロールプレイングによる接客力の強化等の取組みを進めました。

　Ｎｏ.の取組みといたしましては、2024年11月にブランドローンチとしてポップアップ店・ＥＣサイトの開設をい

たしました。ＡｂＨｅｒｉにつきましては、関西の主力店舗となる大阪店のオープン（2025年3月予定）へ向けての

準備を進めております。

　販売活動の施策といたしましては、宝飾催事を重点課題として強化し、11月のブラックフライデーセール等の販促

企画を実施いたしました。商品政策といたしましては、引き続き地金商品・ＰＢジュエリーの強化を進め、純金お守

り等の新商品の投入も実施いたしました。また、手ごろな価格のＰＢバッグの販売が好調となりました。なお、Ａｂ

Ｈｅｒｉにおいて業績は堅調に推移いたしました。販売費及び一般管理費については、前期17店舗の閉店効果及び人

件費を中心とした抑制に努めた結果、前年同期を下回りました。

　また、店舗の出退店につきましては、新規出店及び統廃合はございません。これによりＡｂＨｅｒｉ直営店３店舗

を加えますと、2024年11月末現在の当社グループ店舗数は前期末同様の74店舗となっております。

　なお、前連結会計年度におきまして、不採算店17店舗の閉店を実施したことで、第１四半期における店舗数比較は

前年第１四半期83店舗に対し、当第１四半期は74店舗となっております。この店舗数減少により売上規模は大きく減

少となっておりますが、第１四半期におけるハピネス単体既存店ベースでの売上高は前年同期比94.5％、粗利益は同

104.2％となっております。構造改革における取組みの中で、高額ブランド商品から粗利率の高い宝飾・地金商品へ

商品展開のシフトを進めていることから、既存店売上高は減少となりましたが、同粗利益が前年同期比増額へ改善い

たしました。

上記の取組みにより、第１四半期における営業損失、経常損失、親会社株主に帰属する四半期純損失は、いずれも

改善しております。

　以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は 1,957,707千円（前年同期比 19.8％減）、営業損失 142,621千

円（前年同期は営業損失 184,916千円）、経常損失 150,671千円（前年同期は経常損失 191,979千円）、親会社株主に

帰属する四半期純損失 153,757千円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純損失 209,550千円）となりました。

　なお、当社グループの業績は、クリスマス時期を中心とした年末年始商戦が最繁忙期であり、四半期決算としては

第２四半期（12月～２月）の占める比重が高くなっております。

（参考）当社グループにおける商品区分別売上高は以下のとおりです。

・宝飾品は、地金商品・ＰＢジュエリー等が引き続き好調であったことで、売上高 706,333千円（前年同期比9.8％

増）、売上総利益 407,116千円（前年同期比14.8％増）となりました。

・時計は、価格上昇による海外ブランド時計の落ち込みと時計市場の縮小に伴って、前期より商品展開を絞ってお

り、売上高 254,022千円（同43.9％減）、売上総利益 80,640千円（同38.3％減）となりました。

・バッグ・小物は、ＭＤ見直しにより手ごろな価格帯の商品が好調となりましたが、海外ブランドの価格上昇の影響

や秋冬アパレル商品が気温の影響で出遅れたこともあり、売上高 997,351千円（同25.9％減）、売上総利益317,261千

円（同25.3％減）となりました。

- 2 -

株式会社ハピネス・アンド・ディ（3174）　2025年８月期 第１四半期決算短信



前年同四半期連結累計期間

（グループ店舗数83店舗）

当第１四半期連結累計期間

（グループ店舗数74店舗）

宝   飾   品（千円） 642,783 706,333

時        計（千円） 452,970 254,022

バッグ・小物（千円） 1,346,895 997,351

合　　　　計（千円） 2,442,650 1,957,707

前年同四半期連結累計期間

（グループ店舗数83店舗）

当第１四半期連結累計期間

（グループ店舗数74店舗）

宝   飾   品（千円） 354,632 407,116

時        計（千円） 130,724 80,640

バッグ・小物（千円） 425,034 317,261

合　　　　計（千円） 910,390 805,018

＜商品区分別売上高＞

＜商品区分別売上総利益＞

（２）財政状態に関する説明

（流動資産）

　当第１四半期連結会計期間末における流動資産の残高は、5,507,367千円となり、前連結会計年度末と比較し

て211,440千円減少しております。これは主として、年末年始商戦に向けた商品確保により商品及び製品が

89,742千円増加したものの、現金及び預金が319,205千円減少したことが要因であります。

（固定資産）

　当第１四半期連結会計期間末における固定資産の残高は、1,328,609千円となり、前連結会計年度末と比較し

て4,668千円減少しております。これは主として、有形固定資産のその他（純額）が29,748千円増加したもの

の、建物及び構築物（純額）が20,276千円減少、無形固定資産のその他が4,219千円減少、敷金及び保証金が

8,037千円減少したことが要因であります。

（流動負債）

　当第１四半期連結会計期間末における流動負債の残高は、3,567,602千円となり、前連結会計年度末と比較し

て293,399千円増加しております。これは主として、未払法人税等が34,830千円減少、その他が68,864千円減少

したものの、支払手形及び買掛金が68,677千円増加、短期借入金が333,320千円増加したことが要因でありま

す。

（固定負債）

　当第１四半期連結会計期間末における固定負債の残高は、2,418,858千円となり、前連結会計年度末と比較し

て343,374千円減少しております。これは主として、長期借入金が344,461千円減少したことが要因であります。

（純資産）

　当第１四半期連結会計期間末における純資産の残高は、849,515千円となり、前連結会計年度末と比較して

166,134千円減少しております。これは主として、利益剰余金が172,823千円減少したことが要因であります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　第２四半期連結累計期間及び通期の業績予想につきましては、2024年10月15日の「2024年８月期 決算短信〔日

本基準〕（連結）」で公表いたしました業績予想に変更はありません。なお、当該業績予想につきましては、本日

現在において入手可能な情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づき作成したものであり、実際の業績等

は様々な要因により異なる可能性があります。

- 3 -

株式会社ハピネス・アンド・ディ（3174）　2025年８月期 第１四半期決算短信



（４）継続企業の前提に関する重要事象等

　当社グループは、2022年８月期以降の急激な円安進行・物価高騰によりインポートブランド品の販売が落ち込

み、不採算店舗の閉店も進めた結果、2023年８月期以降、継続して、営業損失、経常損失、親会社株主に帰属する

当期純損失を計上しております。当第１四半期連結累計期間においても営業損失、経常損失、親会社株主に帰属す

る四半期純損失を計上しており、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在すると認識しており

ます。

　当社グループはこのような状況に対し、（１）経営成績に関する説明に記載いたしましたように、中期経営計画

に基づくハピネス・アンド・ディの構造改革、Ｎｏ．の宝飾新規事業立ち上げ、ＡｂＨｅｒｉの展開拡大等の早期

の黒字化へ向けての取組みを推進しております。

また、資金面においては、当第１四半期連結会計期間末において、現金及び預金662百万円（前連結会計年度末

は現金及び預金981百万円）となっており、現在財務制限条項のついた金融機関との借入契約はありません。

今後の安定的な事業継続に必要な資金繰りを維持するため、当社は取引金融機関に対して借入金の元本返済に係

る条件変更の申し入れを行い、各金融機関の同意をいただくとともに、メインバンクである株式会社千葉銀行より

短期の新規借入を行っております。メインバンクを中心に金融機関と緊密な関係を維持しており、今後も継続的な

支援が得られるものと考えております。

なお、当社は、2023年10月に第三者割当による第11回新株予約権及び第12回新株予約権の発行を行っておりま

す。権利行使期間は2026年10月までとなっており、今後の行使による調達額はＭ＆Ａをはじめとする事業領域の拡

大等に充当し、自己資本の充実にも資するものと考えております。

以上により、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在するものの、継続企業の前提に関する

重要な不確実性は認められないものと判断しております。
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（単位：千円）

前連結会計年度
（2024年８月31日）

当第１四半期連結会計期間
（2024年11月30日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 981,220 662,015

受取手形、売掛金及び契約資産 736,275 756,419

商品及び製品 3,693,755 3,783,497

仕掛品 14,003 9,778

原材料及び貯蔵品 188,981 184,245

その他 104,572 111,412

流動資産合計 5,718,808 5,507,367

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 405,614 385,337

その他（純額） 128,245 157,993

有形固定資産合計 533,859 543,330

無形固定資産

のれん 38,941 35,945

その他 58,395 54,176

無形固定資産合計 97,336 90,121

投資その他の資産

敷金及び保証金 580,107 572,070

その他 121,974 123,087

投資その他の資産合計 702,082 695,157

固定資産合計 1,333,278 1,328,609

資産合計 7,052,086 6,835,977

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
（2024年８月31日）

当第１四半期連結会計期間
（2024年11月30日）

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 460,422 529,100

電子記録債務 341,759 361,704

短期借入金 － 333,320

１年内返済予定の長期借入金 1,743,180 1,731,300

未払法人税等 49,200 14,369

賞与引当金 97,004 84,036

その他 582,636 513,771

流動負債合計 3,274,203 3,567,602

固定負債

長期借入金 2,221,747 1,877,286

資産除去債務 368,760 369,043

その他 171,726 172,529

固定負債合計 2,762,233 2,418,858

負債合計 6,036,436 5,986,461

純資産の部

株主資本

資本金 348,699 352,284

資本剰余金 336,825 340,294

利益剰余金 307,234 134,410

自己株式 △23,445 △22,297

株主資本合計 969,313 804,692

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,508 1,074

その他の包括利益累計額合計 1,508 1,074

新株予約権 44,829 43,748

純資産合計 1,015,650 849,515

負債純資産合計 7,052,086 6,835,977
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
（自　2023年９月１日

至　2023年11月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2024年９月１日

至　2024年11月30日）

売上高 ※ 2,442,650 ※ 1,957,707

売上原価 1,532,259 1,152,689

売上総利益 910,390 805,018

販売費及び一般管理費 1,095,307 947,639

営業損失（△） △184,916 △142,621

営業外収益

受取利息 0 11

受取配当金 1,018 333

受取保険金 474 220

その他 685 714

営業外収益合計 2,178 1,279

営業外費用

支払利息 8,612 9,085

その他 629 243

営業外費用合計 9,241 9,329

経常損失（△） △191,979 △150,671

特別損失

固定資産廃棄損 0 0

特別損失合計 0 0

税金等調整前四半期純損失（△） △191,979 △150,672

法人税、住民税及び事業税 16,452 5,489

法人税等調整額 1,117 △2,404

法人税等合計 17,570 3,085

四半期純損失（△） △209,550 △153,757

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △209,550 △153,757

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
（自　2023年９月１日

至　2023年11月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2024年９月１日

至　2024年11月30日）

四半期純損失（△） △209,550 △153,757

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1,141 △433

その他の包括利益合計 △1,141 △433

四半期包括利益 △210,691 △154,190

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △210,691 △154,190

（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

　「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日 企業会計基準委員

会）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。

　これによる四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

（四半期連結損益計算書に関する注記）

※　売上高の季節的変動

　当社グループの業績は、クリスマス時期を中心とした年末年始商戦が最繁忙期であり、四半期決算としては第２

四半期（12月～２月）の占める比重が高くなっております。

　前第１四半期連結累計期間
（自　2023年９月１日

　　至　2023年11月30日）

　当第１四半期連結累計期間
（自　2024年９月１日

　　至　2024年11月30日）

減価償却費 39,721千円 32,962千円

のれんの償却額 2,995千円 2,995千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費も含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　当社グループは宝飾品、時計及びバッグ・小物等の製造・販売業という単一セグメントであるため記載を省略し

ております。
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